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っ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
評
価
の
誤
り
を
批
判
す
る
︒

終
章
は
︑
全
章
の
内
容
を
ま
と
め
な
が
ら
︑
江

戸
時
代
に
は
﹁
鎖
国
﹂
と
い
う
枠
組
み
に
よ
る
制

約
が
存
在
し
︑
人
々
の
間
に
存
在
し
た
海
外
と
の

ア
ク
セ
ス
の
程
度
に
お
け
る
大
き
な
格
差
が
︑
近

世
日
朝
交
流
を
特
徴
づ
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
︒

本
書
の
中
で
著
者
は
︑
歴
史
学
に
お
け
る
史
料

読
解
と
解
釈
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
て
強
調
す
る
︒

史
料
読
み
に
お
い
て
恣
意
や
先
入
観
を
排
除
し
︑

﹁
具
体
的
な
事
実
・
史
実
と
の
本
格
的
な
格
闘
﹂

を
遂
行
し
て
い
る
本
書
は
︑
歴
史
学
が
本
来
的
に

追
求
す
べ
き
道
筋
を
読
者
に
提
示
し
て
い
る
︒

︵
四
六
判

三
三
二
頁

二
〇
一
七
年
一
〇
月

講
談
社

税
別
二
二
〇
〇
円
︶

︵
李
映咳
鎮

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
︶

会

告

去
る
六
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

史
学
研
究
会
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
き
ま

し
て
左
記
の
事
項
が
可
決
︑
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
︒

記

一
︑
平
成
二
十
九
年
度
決
算
報
告

一
︑
平
成
三
十
年
度
予
算
案

一
︑
役
員
の
交
替

�
︑
退
任

理

事

長

井
谷
鋼
造

常
務
理
事

小
野
沢
透︵
↓
理
事
︶
︑

高
嶋

航︵
↓
理
事
︶

監

事

山
澄

亨︵
↓
評
議
員
︶

理

事

石
川
義
孝
︑
西
山
良
平
︑

南
出
眞
助
︑
横
田
冬
彦
︑

田
中
和
子︵
↓
理
事
長
︶

評

議

員

太
田

出︵
↓
理
事
︶︑

金
澤
周
作︵
↓
常
務
理
事
︶︑

木
田
知
生
︑
久
保
一
之
︑

佐
藤

信
︑
林

和
生
︑

谷
川

穣︵
↓
常
務
理
事
︶

庶
務
委
員

小
山
田
真
帆
︑
杉
谷
倫
生

�
︑
新
任

理

事

長

田
中
和
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常
務
理
事

金
澤
周
作︵
↑
評
議
員
︶

谷
川

穣︵
↑
評
議
員
︶

監

事

谷
口
淳
一

理

事

井
谷
鋼
造︵
↑
理
事
長
︶︑

小
野
沢
透︵
↑
常
務
理
事
︶︑

太
田

出︵
↑
評
議
員
︶︑

高
嶋

航︵
↑
常
務
理
事
︶

評

議

員

上
杉
和
央
︑
門
井
直
哉
︑

塩
出
浩
之
︑
田
島

公
︑

堀

健
彦
︑
三
宅
正
浩
︑

吉
江

崇
︑
山
澄

亨︵
↑
監

事
︶

編
集
委
員

増
永
理
考

庶
務
委
員

柘
植
衛
︑
山
内
健
太

一
︑
そ
の
他

﹃
史
林
﹄
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
︑
掲
載
先
を
京
都
大
学
学
術
情
報
リ

ポ
ジ
ト
リ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｉ
と
す
る
常
務

理
事
会
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒
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受

贈

誌

︵
二
〇
一
八
年
四
月
六
日
～

二
〇
一
八
年
六
月
二
二
日
︶

文
學
論
叢
︵
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
︶
一

五
五

オ
リ
エ
ン
ト
︵
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
︶
六
〇
│

二
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
︵
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
︶
二
〇
九

駿
台
史
學
︵
駿
台
史
学
会
︶
一
六
三

福
島
県
立
博
物
館
紀
要
︵
福
島
県
立
博
物
館
︶
三

二
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
︵
東
洋
大
学
︶
七
一
史
学

科
篇
四
三

美
術
研
究
︵
東
京
文
化
財
研
究
所
︶
四
二
四

史
學
雜
誌
︵
史
學
會
︵
東
京
大
学
文
学
部
内
︶︶

一
二
七
│
三

大
倉
山
論
集
︵
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
︶
六
四

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
︵
龍
谷
大
学
経
済
学
会
︶

五
七
│
一
・
二

岐
阜
経
済
大
学
論
集
︵
岐
阜
経
済
大
学
学
会
︶
五

一
│
三

經
濟
學
研
究
︵
九
州
大
学
経
済
学
会
︶
八
四
│
四

經
濟
學
研
究
︵
九
州
大
学
経
済
学
会
︶
八
四
│

五
・
六
合
併
号

藝
林
︵
藝
林
會
︶
六
七
│
一

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
〇
│
四

政
治
経
済
史
学
︵
日
本
政
治
経
済
史
学
研
究
所
︶

六
〇
一
│
六
二
一

経
済
科
学
︵
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
︶
六
五
│
三
・
四

立
命
館
文
學
︵
立
命
館
大
学
人
文
学
会
︶
六
五
七

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報
︵
東
北
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
︶
三
七

奈
良
史
学
︵
奈
良
大
学
史
学
会
︶
三
五

日
本
歴
史
︵
日
本
歴
史
学
会
︶
八
四
〇

A
N
T
H
R
O
P
O
L
O
G
IC
A
L
S
C
IE
N
C
E
︵
T
h
e
O
fficia
l

Jo
u
rn
a
l
o
f
T
H
E
A
N
T
H
R
O
P
O
L
O
G
IC
A
L

S
O
C
IE
T
Y

O
F
N
IP
P
O
N
︶
一
二
六
│
一

栃
木
県
立
文
書
館
研
究
紀
要
︵
栃
木
県
立
文
書

館
︶
二
二

栃
木
県
立
文
書
館
だ
よ
り
︵
栃
木
県
立
文
書
館
︶

六
〇

日
本
史
研
究
︵
日
本
史
研
究
会
︶
六
六
八

日
本
民
俗
学
︵
日
本
民
俗
学
会
︶
二
九
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
︵
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
︶
二
一
〇

国
家
學
會
雜
誌
︵
国
家
学
会
事
務
所
︶
一
三
一
│

三
・
四

民
俗
学
研
究
所
紀
要
︵
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

所
︶
四
二

大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
︵
大
東
文
化
大
學
漢
學

会
︶
五
七

同
朋
大
學
論
叢
︵
同
朋
大
学
同
朋
学
会
︶
一
〇
二

│
一
〇
三

同
朋
大
學
論
叢
︵
同
朋
大
学
同
朋
学
会
︶
九
六
│

九
七

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
史

学
編
︵
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
︶

一
七

史
窓
︵
京
都
女
子
大
学
史
学
会
︶
七
五

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
︵
中
央
研
究

院
歴
史
語
言
研
究
所
︶
八
九
│
一

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
︵
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
︶
二
一
一

東
洋
文
化
研
究
︵
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
︶
二
〇

経
済
研
究
︵
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
︶
六
九
│
二

専
修
史
学
︵
専
修
大
学
歴
史
学
会
︶
六
三

専
修
史
学
︵
専
修
大
学
歴
史
学
会
︶
六
四

帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
紀
要
︵
帝

塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
紀
要
編
集

委
員
会
︶
一
八

奈
良
学
研
究
︵
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
学
会
︶
二
〇
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日
本
文
化
史
研
究
︵
日
本
文
化
史
学
会
︶
四
九

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
︵
九
州
国
際
大
学
教
養

学
会
︶
二
四
│
三

石
炭
研
究
資
料
叢
書
︵
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

業
経
済
資
料
部
門
︶
三
九

エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
︱
石
炭
を
中
心
と
し
て
︱

︵
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

門
︶
三
三

熊
本
史
學
︵
熊
本
史
学
会
︶
九
九

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
︵
同
朋
大
学
仏

教
文
化
研
究
所
︶
三
七

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報
︵
同
朋
大
学
佛
教

文
化
研
究
所
︶
三
一

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
〇
│
五

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
論
集
︵
茨
城
大
学
人
文
学
部
︶
二
二

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
︵
茨
城

大
学
人
文
学
部
︶
六
三

纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
纒
向
学
研
究

︵
桜
井
市
纒
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
︶
六

山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
︵
山
形
大

学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
研
究
会
︶
一
九

史
學
雜
誌
︵
史
學
會
︵
東
京
大
学
文
学
部
内
︶︶

一
二
七
│
四

文
化
︵
東
北
大
学
文
学
会
︶
八
一
│
三
・
四

日
本
学
刊

JA
P
A
N
E
S
E

S
T
U
D
IE
S
︵
中
国
社

会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
︶
二
〇

一
八
│
二

日
本
史
研
究
︵
日
本
史
研
究
会
︶
六
六
九

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
︵
広
島
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
︶
七
七

史
迹
と
美
術
︵
史
迹
美
術
同
攷
会
︶
八
八
四

歴
史
︵
東
北
史
学
会
︶
一
三
〇

日
本
歴
史
︵
日
本
歴
史
学
︶︶
八
四
一

社
会
経
済
史
学
︵
社
会
経
済
史
学
会
︶
八
四
│
一

史
学
研
究
集
録
︵
國
學
院
大
學
日
本
史
学
専
攻
大

学
院
会
︶
四
二

立
命
館
法
政
論
集
︵
立
命
館
大
学
法
学
会
︶
一
六

西
洋
史
学
報
︵
広
島
西
洋
史
学
研
究
会
︶
四
四

年
報
近
現
代
史
研
究
︵
近
現
代
史
研
究
会
︶
一
〇

龍
谷
史
壇
︵
龍
谷
史
学
会
︶
一
四
四

國
史
學
︵
国
史
学
会
︶
二
二
五

歴
史
研
究
︵
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
︶
五

五
東
洋
史
研
究
︵
東
洋
史
研
究
会
︶
七
七
│
一

日
本
歴
史
学
協
会
年
報
︵
日
本
歴
史
学
協
会
︶
三

三
日
本
史
研
究
︵
日
本
史
研
究
会
︶
六
七
〇

信
濃
︵
信
濃
史
学
会
︶
七
〇
│
六

編

集

後

記

﹃
史
林
﹄
第
一
〇
一
巻
第
四
号
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
︒
今
号
は
論
説
二
本
に
書
評
三
本
・
紹
介

二
本
が
ご
ざ
い
ま
す
︒
い
ず
れ
も
切
れ
味
鋭
い
考

察
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒
御
味
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
︒

ま
た
︑
十
一
月
二
日
︵
金
︶
に
︑
史
学
研
究
会

大
会
・
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒
皆
様
に
は
奮

っ
て
御
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
︑
お
願
い
い
た
し

ま
す
︒
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
︑
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
︑
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
︒

会
場
は
︑
昨
年
度
と
同
じ
く
京
都
大
学
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
五
階
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ホ
ー

ル
で
す
︒

日
時

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日
︵
金
︶
午
後
一
時
よ
り

場
所

京
都
大
学
国
際
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
五
階
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ホ
ー
ル

講
演

井
野
瀬
久
美
惠
氏

﹁
帝
国
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
過
去
﹂
と
向
き
合
う

│
一
九
八
八
～
二
〇
一
八
︑
激
変
す
る
研
究
動
向
と
環
境
の
な
か
で
│

吉
本

道
雅
氏

前
四
世
紀
中
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
の
変
容

│
時
代
区
分
と
し
て
の
﹁
春
秋
時
代
﹂
の
出
現
︱

史

学

研

究

会
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﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
掲
載
に
関
す
る
お
知
ら
せ
と
お
願
い

史
学
研
究
会
︵
以
下
︑﹁
当
会
﹂︶
で
は
︑
昨
今
の
学
術
論
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
の
流
れ
を
受
け
て
︑
当
会
が
発
行

す
る
﹃
史
林
﹄
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
参

り
ま
し
た
︒
去
る
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
お
よ
び
総
会
に
お
い
て
︑
①
﹃
史
林
﹄
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
電
子
リ

ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
す
る
こ
と
︑
②
掲
載
す
る
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
六
月
に
開
催
予
定
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
決
定
す
る
こ
と
︑

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒

﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
を
進
め
る
た
め
に
は
︑﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
︵
論
説
︑
研
究
ノ
ー
ト
︑
研
究
動

向
︑
書
評
︑
紹
介
な
ど
を
含
む
︒
以
下
︑﹁
論
文
等
﹂︶
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
た
め
の
著
作
権
に
つ
い
て
︑
当
会
が
著
作
権
者
か
ら
譲
渡
な

い
し
許
諾
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒
当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
︑
論
文
等
の
著
作
権
者
に
︑
著
作
権
法
第
二
一
条
～
第
二
八
条
︵
第
二

一
条
は
複
製
権
︑
第
二
三
条
は
公
衆
送
信
権
︑
第
二
七
条
は
翻
訳
・
翻
案
権
に
関
す
る
規
定
で
す
︶
に
定
め
ら
れ
た
権
利
を
当
会
に
委
譲
す
る
こ
と
に
同

意
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
︒

つ
き
ま
し
て
は
︑
過
去
に
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
者
が
︑
著
作
権
法
第
二
一
条
～
第
二
八
条
に
定
め
ら
れ
た
著
作
権
を
当
会
に
委
譲
す

る
こ
と
に
同
意
さ
れ
な
い
場
合
は
︑
著
者
名
︑
論
文
等
の
題
目
︑
掲
載
号
を
明
記
の
上
︑
二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
︑
左
記
の
当
会
事
務
局
宛

に
書
面
に
て
御
連
絡
く
だ
さ
い
︒
御
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
委
譲
を
了
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
処
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ま
た
︑
前
掲
の
期
日
以
降

も
︑
著
作
権
委
譲
に
同
意
さ
れ
な
い
旨
の
御
連
絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
︑
当
該
の
論
文
等
を
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
削
除
す
る
形
で
対
応
い
た
し
ま
す
︒

今
回
の
著
作
権
委
譲
は
︑﹃
史
林
﹄
を
電
子
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
︑
著
者
が
論
文
等
を
自
身
の
研
究
活
動
︵
翻

訳
・
翻
案
を
含
む
︶
に
使
用
す
る
こ
と
︑
あ
る
い
は
著
者
が
所
属
研
究
機
関
な
ど
の
他
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
論
文
等
を
掲
載
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
︵
詳
し
く
は
︑﹃
史
林
﹄
投
稿
規
定
の
﹁
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
﹂
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒︶
た
だ
し
︑
著
者
な
い
し
は
そ
の
遺

族
が
所
在
不
明
で
︑
第
三
者
が
当
会
に
対
し
て
論
文
等
の
転
載
や
翻
訳
の
許
可
を
求
め
る
場
合
に
限
り
︑
当
会
が
そ
の
適
否
を
判
断
し
︑
許
否
を
決
す
る

も
の
と
し
ま
す
︒

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
本
件
に
関
す
る
情
報
を
︑
退
会
さ
れ
た
旧
会
員
な
ど
︑﹃
史
林
﹄
に
論
文
等
を
掲
載
し
た
こ
と
の
あ
る
方
々
に
も
広

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

二
〇
一
八
年
一
月

史

学

研

究

会

︿
著
作
権
委
譲
に
同
意
さ
れ
な
い
場
合
の
連
絡
先
﹀
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